
肌284の1 [教室掲示用]

東の空にはオリオン座やふたご座など
だいひようてき せい ざ ・すがた

冬の代表的な星座のほとんどが姿をあら

わしていますが、月初めは夜9時近くになら

ないとよく見えないので中 旬以後のほうが

観察に蓮しています。

やや高い空で目につくホタルの群の

ような星の集団は、2枚目の「天文の基礎

知識」にも書かれているように、おうし

座のプレアデス 星団で、日本では昔から

首飾りの玉をあらわす「すぼる」とよば

れて親しまれてきました。

月はじめは21時ころ

10.日前後は柳時柳分こぞ’

之0日前後は19時的分ころ

月まつは 19時ころ_

西の星空

四角形のペガスス座が逆立ちするような
かつこう

格好でがんばっています。

そのペガスス座の左下の低い空には

みなみのうお座のl等星フォーマルハウト

がいますが、それを含めて、今、宵の空

には、全部で21個ある1等星のうちの

ほぼ半分が姿を現しています。

また、時刻の関係で図には書けません

が、日が暮れた後のいて座には-4.7等の

金星がいて、7日には細い月と並びますし、

やぎ座には0.7等の土星、やぎ座からみず

がめ座にかけては約-2.2等の木星がいて、

土星が8日、木星が9日に月と並びます。
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